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近年、コンピュータの高性能化により、自動車の自動運転など画像認識技術が身近なものになりつつある。また、

工場などでの検品などでも画像認識は用いられており、工業的にも重要な技術である。この技術に対して興味を

持ってもらうための提示教材として、チョコレート菓子「きのこの山」と「たけのこの里」を、画像認識技術を

用いた簡易な自動分類装置を開発した。 

投入したチョコレート菓子の違いを画像認識により識別し、仕分けエリアに自動的に分類する装置を開発した。 

 
判別したいチョコレート菓子を投入後、自動できのこかたけのこを分類し、所定のエリアに仕分けする。 
画像認識部はRaspberryPiと汎用のWebカメラで構成し、プログラムはPython＋OpenCVで記述。 
識別結果により分類を行う機構制御部は、LEGO EV3と各種アクチュエータで構成し、EV3ソフトウェアで開発。 

1. 対象の運搬方法にベルトコンベア方式を採用 
	 ロボットアームなどでつまむ場合などに比べて、対象（菓子）を傷つけにくい利点が発生。 

	 工場の検品などで使われる自動仕分け装置の教具としても利用できる。 
	 アーム制御と比べ、機構と制御プログラムを簡素化することにより、制御内容の説明や再現が容易になる。 
	 ベルトコンベアの速度を遅くすることで、処理内容の理解を助ける（高速での仕分けも可能）。 
	 台に置くだけで、自動でベルトコンベアに移動させる機構を装備。 

2. 識別対象の特徴に合わせた識別処理 
	 色からチョコレートとクッキー部分を判別し、クッキー部だけを対象として種類を識別することで、 
	 スペックの低いコンピュータでも瞬時に識別可能（本システム構成で1秒以内）。 
	 ベルトコンベアを白くすることで識別の高精度化を実現 
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